
休講情報のメール通知について（追加質問２）  

【ご意見・ご要望】（投稿日：2016年 12月 9日） 

 表題の通り、KULASISでの休講掲示システムについて、ご意見申し上げます。 

 先に他の学生が意見されていること、それに対するご回答が既に掲載されていることは

重々承知の上ですが、それでもやはり、教員が決めた休講を即座に学生へ通知するシステ

ムが必要だと要望します。休講情報が出れば原則として KULASIS に掲示されているのは承

知しておりますが、学生にとって非常に不親切なシステムだと思います。授業連絡はメー

ル配信されるのに、休講情報はメール配信されないという現状は、改善の余地が認められ

るものではないでしょうか。KULASISに毎日アクセスすることが学生の義務であることは分

かりますが、連絡手段としての e メールが普及した今日においても、朝起きて講義へ向か

う前に必ず KULASISの掲示をチェックしなければならないというのは現実的でありません。  

 今日、朝いちばんのバスで宇治キャパスへ向かい、講義室の鍵が締まっていたことで１

限の休講を知りました。休講情報が掲載されたのは前日のようです。吉田からの往復に２

時間以上をロスしています。吉田に比べて講義に不慣れな宇治の先生ですから KULASIS の

構造も（休講掲示では学生にメールが届かないこと含め）、きっと熟知されていないと思わ

れます。他にもたくさんの意見・要望を抱えられている中で、このような意見の優先度が

低くなってしまうことは致し方ないこととは思いますが、これから京都大学で学ぶ学生の

どれほどの時間が無駄になるかと思うと、是非ともご検討いただきたい事案だということ

をどうしてもお伝えしたく、ご意見致しました。 

 どうか、学生に親切な KULASISへの改善を、宜しくお願い致します。 

 

【回答】（回答日：2017年 1月 4日） 

（教育推進・学生支援部教務企画課） 

以前に回答させていただきました「休講情報のメール通知について」のとおり、本学で

は、休講案内を原則として KULASIS 掲示で行っておりますが、メール通知の要望があるこ

とも存じ上げております。改善の余地のあることは理解しておりますが、自動メール送信

する情報は休講通知のみでよいのか等を含めて、全体の機能とのバランスを見直すことも

必要です。いただいたご意見は、KULASISの利便性向上のための参考とさせていただきます。 

なお、KULASISは休講・補講掲示以外にも重要な情報が掲載されています。学生の皆さま

には 1日 1回は、KULASISをぜひご確認願います。 

貴重なご意見を有難うございました。 

 

 

 


